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各村に配布された年貢害J付状/
越中砺波郡境村 村御印

114石、年貢率 66%、 小物成として山ア)｀らの収

益に銀 148魚 |が掛けられています。小物成からは

当時の村の個性がうかがえます。

1670年の村御印によると、現高岡市域(204村)は

全収穫量93,954石 (平均467石 )、 平均年貢率44%

でした。小矢部川以西の村々は収穫量が少なtヽですが

年貢率は高く、70%を超える村もありました。一方で

以東は40%前後でした。この地域は、何度も洪水被害

にあつて生産性が低く、落では年貢率を調整すること

で、領内農民の生汚水業の平均化を副つていました。

江戸時代、現高岡市域の9害」以上士よ農村部だつた

ため、村の歴史を知ることは市域の歴史を探る上で

も極めて重要です。ぜひ、地元で保管されている村

御印を確認してみましょう。博物館では農村に伝わ

る歴史資料を収集・保存し、展示・研究を行つてお

りますので、村御印などの古文書をお持ちいただけ

れば、内容の説明も行います。 (仁ケ竹主幹)

問合先 博物館回 20-1572

おん     こ     ち     しん

属故耳 新

鶴

婢

還踵

「村御印」は江戸

時代の各村に配布さ

れた年貢割付状 (租

税徴収令状)です。
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要魏爾解 製聞鴇醐 (博物館蔵)

51～ 56年 )により交付されました。利常の「満」
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る税(プ弾笏説)などが記載されています。
砺波郡境村 (現高岡市境)の村御印には収穫量


